
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うきはブランド推進課地域振興係　☎76-9059

吉井町干川まつりのお知らせ

開催日時   6月4日（土） 16:00～21:00  雨天決行
　　　　　※荒天時は秋に延期します。

　五庄屋さんと村人が作り上げた水路や水辺で遊びましょう！
歴史を学び、川を愛で、遊んで踊って楽しめる5回目となるイベン
トを開催します。
　盆踊り、三味線ライブ、五庄屋紙芝居の出演などの多数の催しを
予定しています。また、うきは市内の人気飲食店の特別ブース
も多数出展しますので皆様、お誘い合わせの上、ふるってご参加く
ださい。

主催：吉井町川遊びの会

開催場所　素盞鳴神社前広場

駐車場　白壁ホール駐車場

DMO登録証交付式の様子
（R4.4.21　九州運輸局観光部にて）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うきは観光みらいづくり公社　☎76-3980

一般社団法人うきは観光みらいづくり公社が観光地域づくり法人
（DMO）として観光庁に登録されました（3月28日付）

観光地域づくり法人（DMO）とは
　地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに地域への誇りと愛着を醸成する「観光地経営」の視点に
立った観光地域づくりの舵取り役として、多様な関係者と協同しながら、明確なコンセプトに基づ
いた観光地域づくりを実現するための戦略を策定するとともに、戦略を着実に実施するための調整
機能を備えた法人です。
　現在、福岡県では本法人のほか、糸島市、新宮町、八女市に地域DMO（管轄地域が単独市町村で
あるもの）があります。

このほかにもSNS等でうきはの情報発信を行っています。

うきは観光みらいづくり公社 うきはオンラインチャンネル・ウキハコ

うきは観光みらいづくり公社うきはオンラインチャンネル

DMOについて
観光庁公式サイト（観光地域づくり法人とは）

うきはのプロモーションを積極的に行っています。
うきは市観光ポータルサイト

「うきは市ふるさと納税事業」を受託しています。
ふるさとチョイス（うきは市）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      生涯学習課社会教育係　☎75-3343

市民大学開講式が開催されました

　4月23日（土）、白壁ホールでうきは市民大学の
開講式が行われました。式には各学部の生徒153名が
出席し、生徒を代表しいきいき学部の岩下壽美恵さん
が受講生代表挨拶をされました。
　式の後半には、ピアノ伴奏付きのトランペッ
トや、マリンバによる記念コンサートが行われ、
懐メロや耳馴染みのある曲に皆さん手拍子で応
えていました。  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

株式会社 フクネツ特別協賛 第3回校区対抗軟式野球大会 うきは市長杯

後援：うきは市教育委員会

5月7日、うきは市スポーツアイランドで 株式会社 フクネツ特別協賛 第3回校区対抗軟式野球大会 
うきは市長杯の決勝戦が行われ、御幸校区が千年校区に9-0で勝ち、優勝しました。

優勝：御幸校区チーム

準優勝：千年校区チーム
3 ７ ７ ０ ０ ７
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優勝
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学校教育課 ☎

浮羽みのうライオンズクラブより本を寄贈いただきました

左から麻生教育長、浮羽みのうライオンズ
クラブ権藤会長、西見幹事

月 日、うきはアリーナで第 回うきは市民スポーツ
大会（旧市民体育大会）総合開会式が開催され、式典に
あわせて市民スポーツ表彰が行われました。
スポーツ優秀賞 今村仁（二列目左）
スポーツ優秀賞 うきは中学校水泳部（二列目中央）
スポーツ奨励賞 馬田愛叶（二列目右）
スポーツ特別功労賞 倉冨克枝（一列目左）
スポーツ特別功労賞 物部義則（一列目中央）
スポーツ特別功労賞 松岡靖彦（一列目右）

キャニコムの新工場竣工式が行われました

左から包行社長、包行会長、服部福岡県
知事、市長

うきは市民スポーツ表彰が行われました

月 日、久留米・うきは工業団地にあるキャニコ
ムの新工場「演歌の森うきは」の竣工式が開催されま
した。
竣工式では、新工場のコンセプトである、ものづく

り・人づくり・ファンづくり・森づくり・未来づくり
の５づくりについて説明があり、市長は「うきは市か
ら全世界へ羽ばたいていただきたい」と激励しました。
今後、約 名の新規雇用を予定。地元うきは市へ

更なる地域貢献をしていきたいとのことです。

　 月 日、浮羽みのうライオンズクラブよりヘア
ドネーションの関連図書「 センチの約束」を市内小・
中学校９校へ１冊ずつ寄贈いただきました。
　浮羽みのうライオンズクラブが創立 周年を迎え、
ヘアドネーションの普及活動と地域貢献の一環として
贈られたもので、権藤会長は「この本を通して、子ど
もたちにヘアドネーション（病気や事故等により髪を
失った子どもたちに、寄付された髪の毛でウィッグ
（かつら）を作り、無償で提供する活動）への関心を
深めてもらえれば」と話されました。
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